










































































































―ESD を視点とした食生活学習の開発  
 
























































































































 また，小学校での調理実習の様子を記録した VTR を食生活領域の授業に導入することで，身近なところ
から問題を発見し，これからの学習課題をみつけることができた。また，高校の学習内容についても調査・
検討を継続し，小中高の学びのつながりにも再注目していきたい。 























 Ⅳ 討論を鍵とした探求活動 




(1)対象生徒 平成 30 年度 １年生 180 名 
                        ２年生 178 名 
       令和元年度  １年生 180 名  
２年生 178 名 
３年生 178 名 
 








































































質問項目 事前平均値 事後平均値 ｐ値 
食品を長く保存させるための工夫を知っている 2.85 3.42 0.0000 
食品を長く保存させるための工夫を実践している 2.49 2.86 0.0008 





質問項目 事前平均値 事後平均値 ｐ値 
食材が作られているときの環境への影響を知っている 2.42 2.73 0.0043 





質問項目 事前平均値 事後平均値 ｐ値 
安価な食品が安価である理由を知っている 2.84 3.31 0.0000 





質問項目 事前平均値 事後平均値 ｐ値 
加工食品が長期保存できる理由を知っている 2.59 3.43 0.0000 
加工食品をよく利用している 2.8５％ 3.33 0.0000 






























 ①対象生徒 平成 30 年度 2 年生 178 名 
②回答の分析 



































































































































11)岡山大学教育学部附属中学校（2016）『研究紀要 第 51 号』 
12)西原尚江，井元りえ，妹尾理子，志村結美，佐藤裕紀子，大矢英世，加賀恵子，佐藤典子，楢府暢子(2017)    
『家庭科における ESD の構成概念および学習内容の明確化―小学校・中学校・高等学校の教科書分析を  
基に―』日本家庭科教育学会誌，60(2)：76-86 











資料１          
















































































































































































  ・食べやすくなる・食感がよくなる 
・おいしくなる ・栄養価があがる 
・腸内環境を整える 
 
(2)資料から気づいた加工の良さを発表すること
で，多くの意見を共有し，自分の考えを深められ
るようにする。 
 
４ 本時の学習内容を確認し，実験や観察，資料か
ら考察した加工食品の良さから，持続可能な社会
の構築の視点で，加工食品がもつ可能性（資源の
有効利用，経済性の価値など）について気づき，
加工食品と食生活の繋がりについて理解できる
ようにする。 
〇発表することで，多くの意見を共有し，自分の
考えが深められるようにする。 
・保存性が高まる。 
・見た目が悪い食材も気にならなくなる。 
・おいしくない食材もおいしくできる。 
・栄養価が良くなる。 
・食べやすくなる。（消化が良くなる。） 
・別の食べ物になる（食品群が変わる） 
・天候に左右されず供給できる。 
・経済性の価値を生み，人間の健康と福祉に寄
与する。 
 
５ 加工食品と食生活の繋がりを意識した行動に
ついて，自分の言葉でまとめるように指示する。 
 
 
６ 本時の振り返りを振り返りシートに記入する。 
〇次時は林檎ジャム作りを通して，加工食品に
ついて深めていくことを告げる。 
 
 
知識・理解 
実験や観察を通し
て，加工食品の良さ
に気づくことがで
きる。（ワークシー
ト・話し合い・発表）
 
 
 
 
 
 
 
主体的に学習に取り組む態度
持続可能な社会
の構築の視点で加
工食品と食生活と
の繋がりを意識し，
行動しようとして
いる。（ワークシー
ト・発表） 
 
 
 
－ 118 －
家庭 10
